
　

富
山
県
で
は
、
九
八
年
末
で
二
六
六
の
集
落
農

場
型
組
織
（
全
集
落
の
一
一
・
七
％
）
が
育
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
一
七
組
織
は
協
業
経
営

で
、
そ
の
中
に
は
七
特
定
農
業
法
人
を
含
む
二
一

の
法
人
が
あ
る
。

　

同
県
の
集
落
営
農
は
、
①
協
業
経
営
体
の
絶
対

数
が
極
め
て
多
く
、
②
多
様
な
形
態
の
中
で
協
業

経
営
が
四
四
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
、
ま
た
、

③
最
近
は
直
接
協
業
経
営
を
目
指
す
も
の
が
多
く
、

さ
ら
に
④
組
織
の
崩
壊
が
な
い
こ
と
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
。
最
近
は
活
発
な
県
西
か
ら
東
部
に
も
拡

大
し
て
い
る
。

　

同
県
の
中
で
も
、
一
層
活
発
で
、
興
味
深
い
活

動
を
し
て
い
る
福
光
中
央
農
協
を
紹
介
す
る
。

一 �・ 
農
協
に
よ
る
地
域
農
業
の
管
理
戦
略

　

砺
波
平
野
の
南
西
の
福
光
中
央
農
協
は
、
九
五

年
に
策
定
し
た
「
福
光
町
二
一
世
紀
農
業
農
村
創

造
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
一
町
一
農
場
を

提
唱
し
て
い
る
。

　

資
料
に
よ
れ
ば
一
町
一
農
場
は
、
農
協
が
農
地

の
効
果
的
な
利
用
、
団
地
的
転
作
、
農
業
機
械
の

利
用
等
の
側
面
で
、
農
業
者
の
相
互
間
の
調
整
や
組

織
化
を
助
長
し
よ
う
と
す
る
活
動
と
さ
れ
る
。い
わ

ば
農
協
が
、
管
内
の
よ
り
良
い
農
業
を
追
求
し
て
、

地
域
農
業
を
管
理
し
、指
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
一
括
管
理
に
よ
る
農
地
の
面
的

集
積
、
作
付
品
種
の
面
的
集
積
、
機
械
作
業
の
面

的
集
積
、
米
の
プ
ー
ル
価
格
、
転
作
の
と
も
補
償

（
団
地
化
）、
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
を
掲
げ
て
い
る
。

　

農
地
の
一
括
管
理
は
、
農
協
支
所
を
一
単
位
と

し
た
地
区
農
地
管
理
組
合
が
行
う
。
地
域
の
話
し

合
い
で
、
農
地
の
荒
廃
、
不
作
付
、
放
棄
地
を
未

然
に
防
ぎ
、
管
内
農
地
の
高
度
な
利
活
用
と
効
率

化
を
進
め
る
た
め
、
集
落
を
基
準
と
し
て
営
農
体

制
の
確
立
を
図
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
農
協
が
一
旦
農
地
の
利
用
権
を
集
積

し
、
経
営
体
別
、
品
種
別
、
機
械
作
業
別
の
集
積

を
考
慮
し
て
、
担
い
手
農
家
や
営
農
組
合
へ
農
地

の
利
用
調
整
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

当
初
目
標
で
は
、
個
別
農
家
、
中
核
農
家
及
び

集
落
営
農
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
を
担
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
た
が
、
最
近
は
集
落
営
農
が
計
画
を

越
え
て
著
し
く
伸
長
し
て
い
る
。

二�・ 
急
速
に
育
成
さ
れ
る
集
落
営
農
等

　

管
理
組
合
が
指
導
す
る
集
落
内
の
農
家
の
話
し

合
い
で
は
、
農
地
を
中
核
農
家
へ
集
積
す
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
全
員
で
集
落
営
農
の
組
織
化
を
希
望

す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

　

現
在
の
集
落
営
農
は
三
七
組
織
、
う
ち
協
業
経

営
二
九
、
共
同
作
業
八
で
あ
る
。
ま
た
中
核
的
な

大
規
模
農
家
が
七
五
戸
、
そ
の
他
の
共
同
利
用
組

織
（
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
共
同
保
有
・
個
別
利
用
）

三
〇
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
集
落
営
農
が
全
集
落
の
三
七
％
を
占

め
、
そ
の
中
で
も
協
業
経
営
の
全
集
落
に
対
す
る

割
合
が
二
九
・
三
％
と
極
め
て
高
い
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
ち
な
み
に
富
山
県
の
協
業
経
営
の
全
集

落
に
対
す
る
割
合
は
五
・
二
％
で
あ
る
か
ら
、
ず

ば
抜
け
て
多
い
こ
と
が
知
れ
る
。

　

そ
の
集
落
営
農
の
増
加
は
、
図
の
通
り
で
、
特

に
最
近
の
伸
長
が
著
し
い
。
し
か
も
、
一
個
の
組

織
経
営
体
と
し
て
独
自
の
活
動
を
す
る
協
業
経
営
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行
の
手
間
が
著
し
く
省
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
様
に
転
作
の
取
組
で
は
、
徹
底
し
た
指
導
に
よ

り
、
五
〇
二　

（
生
産
調
整
面
積
の
七
三
・
八
％
）

��

を
団
地
化
し
、
そ
の
中
で
三
分
の
二
は
五　

以
上

��

の
規
模
に
し
た
と
い
う
。

四�・ 
背
景
に
は
活
発
な
協
同
活
動

　

活
動
の
基
礎
に
は
、
協
同
活
動
強
化
運
動
が
あ

り
、
農
家
と
農
協
及
び
農
協
職
員
間
で
徹
底
し
た

議
論
を
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

農
家
や
職
員
の
知
恵
、
ア
イ
デ
ア
、
意
見
、
不
都

合
な
ど
を
提
出
さ
せ
、
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

優
れ
た
発
想
は
よ
り
高
度
な
も
の
に
育
て
、
不
都

合
な
事
案
を
積
極
的
に
改
善
す
る
機
能
を
担
わ
せ

て
い
る
。

　

現
在
進
行
中
の
協
同
活
動
強
化
第
八
次
三
ヶ
年

運
動
は
、「
協
同
こ
そ
共
生
の
礎　

未
来
を
拓
く
協

同
活
動
の
展
開
」
を
旗
印
に
、
①
環
境
に
や
さ
し

い
活
き
い
き
農
業
・
農
村
づ
く
り
、
②
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
の
あ
る
活
き
い
き
地
域
づ
く
り
、
③
み
ん

な
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
活
き
い
き
Ｊ
Ａ
づ
く
り

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

協
活
運
動
の
実
践
は
、
Ｃ
Ｉ
研
究
会
（
農
協
係

長
以
下
の
指
名
さ
れ
た
者
で
構
成
）、業
務
研
究
会

（
農
協
係
長
以
上
の
全
員
で
構
成
）、
協
活
幹
事
会

（
各
種
団
体
の
す
べ
て
の
長
で
構
成
）
を
組
織
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
運
動
の
三
目
標
別
の
部
会
に
分
か
れ

て
討
議
す
る
。
並
行
し
て
農
協
理
事
も
、
三
部
会

に
分
か
れ
て
検
討
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｉ
研
究
会
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
提
出
す

る
役
割
を
担
い
、
職
員
は
極
め
て
大
変
だ
と
い
う

が
、
重
要
で
あ
る
。
九
九
年
度
に
は
、
晩
夏
に
五

〜
六
回
開
催
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
で
の
提
案
は
、
秋

に
業
務
研
究
会
で
さ
ら
に
検
討
さ
れ
、
一
一
月
末

に
は
原
案
が
作
成
さ
れ
る
。

　

協
活
幹
事
会
は
、
農
協
管
内
を
い
く
つ
か
の
地

区
に
分
け
て
生
産
組
合
、
青
年
部
、
女
性
部
、
地

区
、
生
産
組
織
、
集
落
営
農
、
総
代
な
ど
の
代
表

で
構
成
す
る
が
、
そ
れ
で
も
百
名
余
り
に
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
団
体
を
カ
バ
ー
す
る
の
で
、
農
業
者
と

の
意
思
疎
通
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

並
行
し
て
協
活
幹
事
会
も
六
〜
七
回
は
開
か
れ
た
。

こ
の
原
案
を
元
に
、
年
初
に
支
所
毎
に
意
見
交
換

を
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
年
度
末
の
冬
季
集
落
座

談
会
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
半
年
余
の
一
連
の
会
議
で
は
、
福
光

の
農
業
、
生
活
、
Ｊ
Ａ
経
営
を
ど
う
す
る
か
が
徹

底
し
て
討
議
さ
れ
る
。
集
落
営
農
も
こ
の
運
動
の

中
で
提
案
さ
れ
、
実
践
に
移
さ
れ
た
も
の
だ
。
ま

た
、
農
業
振
興
計
画
な
ど
も
、
い
わ
ば
こ
の
よ
う

な
全
員
参
加
、
全
員
と
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
策

定
さ
れ
る
の
で
実
行
性
が
高
い
。

五�・ 
お
わ
り
に

　

農
協
が
農
家
の
農
業
生
産
の
合
理
化
と
農
協
運

営
施
設
の
効
率
化
を
指
導
・
推
進
す
る
こ
と
は
、

農
協
に
よ
る
地
域
農
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
今
後
は
、
農
協
と
農
家
と
の
緊
密
な
関
係
を

築
く
協
活
な
ど
の
手
法
を
含
め
、
こ
の
よ
う
な
地

域
農
業
生
産
へ
の
農
協
の
積
極
的
な
関
与
の
あ
り

方
を
考
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
道
明
雅
美
）

の
組
織
数
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
協
業
経
営
は
、
極
め
て
構
造
改
革
の
意

欲
が
強
く
、
農
業
生
産
性
の
向
上
と
省
力
化
を
達

成
す
る
ほ
か
、
農
協
施
設
の
効
果
的
な
利
用
に
も

貢
献
し
て
い
る
。

三�・ 
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
改
善

　

米
の
計
画
生
産
と
と
も
に
、
福
光
中
央
は
、
ラ

イ
ス
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
呼
ぶ
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
一
連
の
施
設
活
用
を
、
今
後
の

重
要
な
販
売
戦
略
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ

ち
高
品
質
、
均
質
、
籾
貯
蔵
に
よ
る
鮮
度
保
持

（
今
摺
り
米
）、
バ
ラ
対
応
を
行
う
と
す
る
。

　

こ
の
利
用
効
率
化
の
た
め
、
作
付
け
品
種
の
絞

り
込
み
を
指
導
し
、
九
九
年
の
水
稲
の
作
付
け
は
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
五
七
・
四
％
、
酒
米
二
七
・
〇
％
、

も
ち
米
一
四
・
六
％
、
そ
の
他
一
・
〇
％
で
あ
る
。

も
ち
米
と
酒
米
の
収
穫
期
間
は
八
月
下
旬
か
ら
九

月
上
旬
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
九
月
中
下
旬
で
あ
る
か

ら
、
既
に
作
付
け
品
種
で
時
期
調
整
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
へ
の
受
入
れ
は
、
バ
ラ
籾
（
七
三
・

六
％
）
と
バ
ラ
玄
米
（
二
六
・
四
％
）
で
あ
る
。

中
核
農
家
の
大
量
搬
入
以
外
も
、
集
落
営
農
や
コ

ン
バ
イ
ン
の
共
同
利
用
組
織
に
よ
っ
て
集
団
的
な

搬
入
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
受
入
れ
は
、
か
つ
て
は
早
朝
五
時
か

ら
夜
中
ま
で
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
で
は

組
織
単
位
で
行
う
た
め
夕
方
に
は
終
了
し
、
し
か

も
土
日
に
集
中
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は
、
組

織
育
成
の
成
果
が
生
か
さ
れ
て
、
計
量
と
伝
票
発


